
　 4)放 射線診断学講座 におけるエ レクティブス

　　　タディ講義内容に関する実験的検討(平 成

　　　27年 度)

　　　　　　　○原田　卓哉,茂 呂祐利子,渡 部　剛史

　　　　　　　　　　　　(奥羽大 ・歯 ・放射線診断)

【目　 的】本学歯 学部では平成27年 度 より 「エ

レティブスタディ」(Elective　Study,　Es)と して

週2コ マのエキス トラな講義を計画 している。そ

こで歯科放射線学においてよりよい学習経験 を学

生に獲得 させ るため,ESに 対応で きる講義内容

を検討 したところ,若 干の知見が得 られたのでそ

の概要を報告する。

【対象および方法】対象は本学歯学部に在学する

第1学 年か ら第4学 年 までの学生約150名 である。

これらの学生 を対象 として,歯 科放射線学に関す

る学年横断的な平成27年 度授業内容 を週2コ マ

(2時 間)30週 で施行する場合のEsコ ンテンツ

開発に関し,以 下の観点から検討を行った。

・整合性(シ ラバ スに合わせ るべきか独自性 を重

視するか)
・妥当性(凡 庸な内容かア ドバ ンスな内容か)

・検証可能性(経 験度向上を確認で きるか)

【結 果】

　 1)整 合性に関 して

　 自科 目ならびに他科 目のシラバスを重視 した場

合は,コ ンテンツ開発は容易であるが学生に飽き

られる可能性が予想 された。一方,独 自性 を重視

したコンテンツ構築では学生の好き嫌いがクロー

ズアップされるおそれが考えられた。演題名　放

射線診断学講座におけるエ レクテ ィブスタデ ィ講

義内容に関する実験的検討(平 成27年 度)


